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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 16,986 △27.8 936 △10.7 934 △8.2 695 158.0
21年3月期第3四半期 23,516 ― 1,048 ― 1,017 ― 269 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 24.34 ―
21年3月期第3四半期 9.30 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 13,906 6,552 46.7 227.32
21年3月期 12,482 6,027 47.8 208.81

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  6,495百万円 21年3月期  5,966百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00
22年3月期 ― 0.00 ―
22年3月期 

（予想）
6.00 6.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,083 1.5 1,185 13.1 1,138 13.0 819 ― 28.69

‐1‐



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業
況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、４ペ
ージ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 29,786,400株 21年3月期  29,786,400株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  1,211,300株 21年3月期  1,211,300株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 28,575,100株 21年3月期第3四半期 28,978,816株
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 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、定額給付金の発給やグリーン家電の購入に係るエコポイント

付与等の政府の経済対策や、企業の在庫調整の進展等により、最悪期を脱しつつあるものの、景気の先行きの不透

明感が拭えず、輸出企業を中心とした企業収益の悪化等、厳しい環境が続きました。 

 このような経済環境のもと、当社グループの主力事業であるフラットパネルディスプレイ部門におきましては、

受注数量はほぼ計画どおりに推移いたしましたが、昨年に比べ、フラットパネルディスプレイが普及したことによ

り、売上単価が下落いたしました。また、クリーン・エコエネルギー部門におきましては、当第３四半期より販売

を開始した自社ブランド太陽光発電パネルの拡販に注力した結果、費用が拡大いたしました。 

 この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高が16,986百万円（前年同四半期比27.8％

減）となりました。損益に関しましては、過年度より取組んでおります生産方法の改善や製造設備の改造等により

収益性が向上したものの、クリーン・エコエネルギー部門における拡販費用が先行し、営業利益が936百万円（同

10.7％減）、経常利益が934百万円（同8.2％減）となりました。また、第２四半期連結累計期間に、税務上の繰越

欠損金に係る繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討した結果、法人税等調整額を△105百万円計上したことによ

り、四半期純利益は695百万円（同158.0％増）となりました。 

 事業の種類別セグメントの業績は、以下のとおりであります。 

  

フラットパネルディスプレイ部門 

 フラットパネルディスプレイ業界は、省エネ化や３Ｄテレビ等、技術の革新と商品の差別化を図りながら注目を

集め続けております。当部門におきましても、液晶テレビ用加飾フィルター等、新製品への取組みを含め、ほぼ計

画どおりに受注数量を獲得でき、業績は比較的堅調に推移いたしましたが、市場の拡大に伴い、売上単価が下落

し、売上高に影響いたしました。しかしながら、過年度より取組んでおります生産ラインの抜本的な見直しによ

る、新型生産ラインの導入及び老朽化、陳腐化した生産ラインの除却等の合理化施策が効果を見せ始め、収益性が

向上してきております。 

 この結果、売上高15,294百万円（前年同四半期比26.1％減）、営業利益1,005百万円（同7.2％減）となりまし

た。 

  

クリーン・エコエネルギー部門 

 従来、販売の主体であった海外向け太陽光発電市場は依然として低迷しておりますが、国内市場は、住宅用太陽

光発電導入支援対策費補助金制度の開始、日本版「グリーン・ニューディール」構想や国民のクリーンエネルギー

への関心の高まりにより、活性化してきております。これを受け当部門は、住宅用及び産業用太陽光発電の自社製

造パネルの販売を目的に販路拡大を行い、将来に向けた体制の確立に取組み、また、量産に伴う太陽光発電パネル

製造ラインの研究開発及び改造にも取組みました。 

 この結果、売上高1,385百万円（前年同四半期比5.6％減）、営業損失101百万円（前年同四半期は101百万円の営

業損失）となりました。 

  

メカテクノロジー・その他部門 

 当部門の産業機械事業につきましては、主として太陽光発電の新たな事業展開を目的に太陽電池モジュール製造

装置や社内設備であるＰＤＰ用光学フィルター及び加飾フィルター製造装置の開発等の対応を中心に活動し、グル

ープ全体の業績の安定に貢献いたしました。また、商事事業及び物流事業につきましては、市場経済の影響を受け

ながらも、ほぼ計画どおりに推移いたしました。 

 この結果、売上高306百万円（前年同四半期比77.5％減）、営業利益68百万円（同34.0％増）となりました。 

  

 当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が13,906百万円となり、前期末比1,423百万円の増加となりま

した。主なプラス要因は、現金及び預金の増加502百万円、商品及び製品の増加609百万円、設備投資による機械装

置の増加306百万円等であり、主なマイナス要因は、受取手形及び売掛金の減少164百万円等であります。 

 負債は7,354百万円となり、前期末比899百万円の増加となりました。主なプラス要因は、短期借入金の増加199百

万円、長期借入金の増加740百万円等であり、主なマイナス要因は、支払手形及び買掛金の減少171百万円等であり

ます。 

 また、株主資本は利益剰余金の増加523百万円により6,486百万円となり、純資産は6,552百万円となりました。 

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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 当第３四半期連結累計期間の業績結果は、平成21年５月15日に発表いたしました連結業績予想に対し、各部門と

も受注数量の変動を受けながらも順調に推移していると判断しており、通期の業績予想に変更はありません。  

  

 該当事項はありません。 

  

・簡便な会計処理 

１．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債については、第１四半期連結会計期間より、原則として年

度決算と同様の方法によって計算しております。ただし、加減算項目や税額控除項目は重要なものに限定し

て計算しております。 

２．通常の販売目的で保有するたな卸資産において、収益性の低下が明らかなものについては、正味売却価額

を見積もり、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定しております。 

３．一般債権（経営状態に重大な問題が生じていない債務者に対する債権）の貸倒見積高については、貸倒実

績率等の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。 

  

・会計処理基準に関する事項の変更 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関

する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結

会計期間に着手した工事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認め

られる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積もりは原価比例法）を、その他の工事については工

事完成基準を適用しております。 

 なお、これによる売上高、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,188,238 2,686,103

受取手形及び売掛金 2,325,837 2,490,072

商品及び製品 757,014 147,775

仕掛品 326,662 411,376

原材料及び貯蔵品 452,976 422,083

その他 178,129 211,209

貸倒引当金 △3,635 △4,505

流動資産合計 7,225,223 6,364,115

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,333,318 2,367,735

土地 2,198,717 2,104,258

その他（純額） 1,855,317 1,364,376

有形固定資産合計 6,387,353 5,836,370

無形固定資産   

その他 3,875 4,324

無形固定資産合計 3,875 4,324

投資その他の資産   

その他 294,220 282,110

貸倒引当金 △4,662 △4,662

投資その他の資産合計 289,558 277,447

固定資産合計 6,680,787 6,118,142

繰延資産 23 93

資産合計 13,906,034 12,482,351
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,605,989 1,777,487

短期借入金 2,413,380 2,213,596

1年内返済予定の長期借入金 750,000 750,000

未払法人税等 231,139 5,813

賞与引当金 9,103 28,627

その他 434,134 459,513

流動負債合計 5,443,745 5,235,037

固定負債   

長期借入金 1,898,511 1,158,492

退職給付引当金 1,711 1,492

その他 10,058 59,437

固定負債合計 1,910,280 1,219,422

負債合計 7,354,026 6,454,460

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,000,007 2,000,007

資本剰余金 2,440,803 2,440,803

利益剰余金 2,909,063 2,385,089

自己株式 △863,833 △863,833

株主資本合計 6,486,040 5,962,067

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 8,738 394

為替換算調整勘定 830 4,182

評価・換算差額等合計 9,568 4,577

少数株主持分 56,398 61,246

純資産合計 6,552,007 6,027,891

負債純資産合計 13,906,034 12,482,351
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（２）四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 23,516,466 16,986,839

売上原価 21,509,580 15,184,460

売上総利益 2,006,886 1,802,378

販売費及び一般管理費 957,898 865,832

営業利益 1,048,987 936,546

営業外収益   

受取利息 5,893 4,687

物品売却益 5,645 －

助成金収入 4,841 24,773

その他 11,347 20,873

営業外収益合計 27,728 50,333

営業外費用   

支払利息 42,080 31,964

自己株式取得費用 7,669 －

為替差損 － 15,892

その他 9,406 4,815

営業外費用合計 59,155 52,673

経常利益 1,017,560 934,207

特別損失   

固定資産除却損 481,413 48,829

投資有価証券評価損 12,020 －

特別損失合計 493,434 48,829

税金等調整前四半期純利益 524,126 885,377

法人税、住民税及び事業税 213,033 227,840

法人税等調整額 36,501 △33,038

法人税等合計 249,534 194,801

少数株主利益又は少数株主損失（△） 5,069 △4,848

四半期純利益 269,522 695,424
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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